和夫 還 の 摘 堆 N  j 還 三 四 く HUG 如 幼 


The Introduciion of Musket to Japan and the Influence of 形 gp-Pirates : A Debate with Dr. Udagawa Takehisa 
IMURAI Shosuke 


8 の 人 S 避 

た 1 に て 0 に だ マト ル こ も 0 

⑱ | 購 還 OO 年 守 仕 ・ 室 羽 康 民 RRSKG 「 理 」 8 甘 更 人 
@ 「※ 提 守 況 記 旋 」 訴 握 芝 有 6 

⑯ 肖 ト ト くく ぐ 話 理 民 臣 

8 愉 ご 


[ 編 層 過 M] 


組 村 1 SO 琵 現 紋 人 % 忌 寺 田 三条 R ぐ 編入 「 人 8 丸 色 更 選 栄 編 一 定 打 畠 
避 幸 冠 避 揚 <Qh@ 一 ] 避 家 mk 民 編 的 思 短 旧 「 占 吾 悪 製 会 団 品 攻 加 避 尿 醤 愛人 
富 り RSQ」 か 9 視 田 三 窒 ぐ 編 刀 め 也 記 己 二 つじ 手許 つ レ で 名 S 人 ES 慎 騰 つね ? 

づ 「 室 革 倒 占 理 世 栄 的 ロー ロト 人 K 当 臣 の 6 環 浴 ぐし 交 る 人 の 銘 々 レス 0」 の 居 刺 か 
9 地下 三 ぐ W 密 8 血 寺 惑 詳し So? ぐ 〈] 国 還 時 (6 届 8 暫 居 時 )・ 環 中 中 ) 
堂 1S 悪 理 民 肖 ぶ ー へ 2Sn 筐 脳 才 作 ン 部 抽 全 科 ペ 款 さぶ ー ヘ もの 悪 理 民 肖 
密 人 0 所 問 幸 人 約 ke 倒 / 作 田 三 慌 ぐー 本 下 で 人 和 画 刻 宮 人 紅 つ し ろ 8 る ? 
⑯ | 国 還 〇 一 還 〇 きぐ 窒 薄 ・ 完 羽 課 避 束 KG 「 ペ 理 ( 昌 )] ぐ 牙 訴 悪 罰 の 功 了 pk9 地 
外 三 窒 せ 著 選 も 維 選 。 My 守 全 有り 東 守 嫌悪 理 選 球 折 編 御 Ke の せり る ? 

ゴ 知 56 や | 半 須 昌 況 会 冠 ペ 且 正 抽 容 全品 征 つ しろ や 部 畔 きり ^ | KK 着 思 
ぐ 明 ト 公 ト 当時 鶴 寺 (中居 四 正 ) 人 多 る し 呈 共 凡人 色 眉 短 つ お 守 理 きる つ 悪 更 蟹 塞ぐ 


記 忠 ぐつ や 慰 00 会 物 生 仁 つ 7 

中隊 瑞 避 個 泥 も" 富 パ 悪 接 維 会 卒 二 pk 部 量 東 会 し る 丸 会 め つ 記 況 る 公 / 
屋 元 召 剖 窒 の 和信 つぐ Se BS で へ ヘー お 88 会 で お S も) MS 可 二 9S 全 鐘 お 眉 
組 つ の 計 選 競 全 の 丸吉 自 会 卓 惑 つり し ろ や ぐ 3/ 民 固 錯 据 ぐ 恩 党 盲 ペ 路 し 交 xe 逗 令 ^ 
下 和 を 穴 仁 ぐ 男 係 th@ エ 二丈 党 0O レ ( 下 舞鶴 民 を 上 < 湯 定 和 mye@ り の PSO 7 

つ 償 つ WS 下 ” 蟹 賠 宮 避 %0 計 償 ぐ 品 桁 寂 環 届 表 づつ お 察 慰 店 占 因 会” 還 才 選曲 ご つ 
や 直ぐ 計 会 し 遂 赴 普 字 会 同人 で) 8 や 計 回 光電 正宮 会 器 介 半生 で 記 。 和 を 会 じ 中 
較正 選 り 代 2 し 政宗 闘 避 の 0 し 較 ne 々 還 球 胞 宣 辻 0" 定岡 豆 吾 「 正 所 」 
還る 7 舞 悪 づ つ 丸正 握 上 攻 財 軍 無 会” 到 玩 距 時 つね 骨 血 半 めく 人 S る 旧 品 
つ つの の つ お 7 
【 キ ー ロ トー を 】 吾 民 表 - 還 " 蛋 握 " 悪 捉 店 思 癌 避 


81 


国立 歴史 民俗 博物 館 研 究 報告 


第 201 集 2016 年 3 月 
脱 史 ぎ 三 て ヨ す は 解 及 れ る に 同 は 
が 論 の ! 宇 き 1 べ 鉄 な さす あ た な 応 館 二 也 
教 い 著 と ーー よ 四 田 た ロ き 衝 も て る ら 字 ど え ぇ 名 〇 め 
Se 人 5 流 「 目 いか う 長 川 ッ と の の 宇 場 か 田 思 る 准 一 り 
て 項 日 < 本 る ら に で 氏 だ パカ 伝 で 田 合 じ 川 っ | 教 五 に 
造 目 本 に の 原 左 主 は か と 説 来 あ 川 は め 氏 て て 授 年 | 
る に 一 答 鉄 文 の 張 づ ご 本 ら の す は っ 論 本 "に も と 宇 一 私 
所 ` 鑑 え 砲 を 一 す 村 文 で 直る た 文 表 以 ` み 題 田 月 は 
な 紀 ー を の 掲 節 る 井 で あ 接 一 あ "⑩⑯ の 下 ま な す 川 判 鉄 
2 S 貞 視 げ を の は も る の と < 早 の 通 で ず か る 武 の 窒 
ーー 公証 し 泊 る 引 で ご 右 ? で あま い 内 し 関 は っ 答 久 一 伝 
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ke | 疫 @ 貴 鞭 激 肖 じ 准 9 じ 人 国 還 1 時 宮中 下 し 製 似 し % 和 J 
「 応 ぐ 舞 べ 」 ぐ 事 編 し を キ と を 公 下 づつ ] 2 吐 ン 胡 下 か ke る ろ 必 選 窒 8 夫 
Se る のり の も 27 つゆ し 幼 由 貴 し 示 四 革 落 人 ー 矢 さき べ ロ 思 る ピ レ 
客 舞 つね KK で へ で 欠 で HK の 宮 虹 つ ^ 全て HK 倒さ RS 代 KK を て 
^ 態 り 史 く 社 部 理由 つつ (諸表 選 の 躍 で お の る 人 で 英明 会 玩 要 人 0 SSke? 
88 人 で HK 令 | 国 四 由 時 避 押 中 環 中 肖 お りう)8/ 沙 き 生態 ぐ 到 
筆 選 思 % 記 人 8” 軍 爺 職人 人 GSSKO (人 11 1 一 ] 11H 馬 ]? 

NooN っ の 公 哲 穴 窒 己 短 加 つぐ お 8^ 弓 忘 ぐ 容 科 唱 密 ぐ 会 競 あ か ロ 7 


SRI 2 KO お ぐ 記 光る 介 2 人 必 早 る 介 選 


S で QS 父 ^ "AG 祭 
^ (1 国 還 同時 ・ 瑞 下草 ) の る 必 守 で 民 ハ ー へ 物 浴 尺 人 8 つ 


り 也 要 ぐ 四 暑 粗 ぐ 選 包 和 突 桂 つ し 人 SG お 六 事 製 時 時 つ し 先 会 
や 0 会 ン ぐ SIR 品 民 表 窟 つ の お ke 固 更 2060 レン ] 麗 の 


っ 思 沙 半 理 ぐ 証 洋 全 入り の 結 ぐ 箕 の 全 SS 会 


が 知 " 償い Q レ G 境 科 齋 障 生 KG (11 く 還 屋 ]? 


村田 三 さ 々 心 4 ト ロ 用 皿 」「 革 写 | 男 慌 扇 ] の 史 朋 8 
穫 ぐ 中 烏 会 堂 壮 つ レ ン k 十 忠 ^ 細 他 再 り 8 並 衣 を 共 語 呪 己 か Ke 
事 吾 思 表 ぐ 要 取 史 暑 恨 つ し のべる? 換 「 楓 括 視 ] ぐ 拓 羽 せ 抽 
形 編 ぐつ 必 守 「 応 太 必 やつ も ちせ 代 ン " 舞 埋 ぐ 8 る 丈 改 ふ し 8 選 7 
革 麗 護 芝 と 2 に ん KO 大 ]* 
る 本 作詞 さや て し SS ト こ ロー へ 5 へ 和 吉 記 G 了 表 6 
し 鶏 ne 8 生 っ の 江 ン 冠 牌 父 祥 選 ぐ 蛋 鶴 日 求 ロ 60 し じ 民 栄 突 対 の 
電 豆 の 思う 豆 全 る 競 2” 地 田 三 半 多 会 りり 6 遇 ぐ GK ヘ や ーー へ 
4 け S8 愉 折る 部 人 | 部 選 ぐ 選 拉 豆 端 由 理 式 計 ” 図 還 攻 | 継 
S ぐ SQ る 民営 愉 回 突 宮 り 交 で 8 の 2 心 「 持 中 爺 ] 己 Q 況 所 し 
つ #6 ぐ 【⑧1111O 友 7 仲田 三 会 部 本 な se 型 吉 蛋 ぐ 装 穴 会 心 移る 
局 G 失 品 倒 勤 下 の 選 K の 察 赴 つ 丸 る ? 


8 


1 


JJ8 選 のり 宗 活 才 幸せ 競 ン 駆 本 し ShG? 党 8^ 浴 器 縮 
聖公 競作 唱 。 NIR 揚 選 栄 窟 統 全 ぐ 季 更 や 箇 し 8 半 る 5 つ 
坦 ぐ りり J 選 7 1 国 軸 1 1 赴 ・ 抽 由 瑞 ) 計上 避 7 也 茶 品 長 で お 人 W の 0 民 
へ 革 必 0 応じ る る ? 字 田 三 由 洗 如 違 維 貼 移 忘 革 つり ^「 定 本 也 せ 
SG 可 溢 民生 0 …… 宮寺 か keS し / を を 民 稔 必 」 の 移 5@ (③ 
1 1 一 1 暫 民 ]】?) か レビ 6 誰 避 (人 や ト ロー ハ 馬 へ ) 会 時 宗 丈 守 宗 ぐ 型 妃 
けり と 選 0 ン リ 8 る AT つる へ GS お < 折 悪 を 赤玉 や so 中 


た つ . 
鍛 
人 る づつ 了 


現 


の マー 
3 
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堂 を 混 党 ぐ 章 知己 堅 か ne 北 編 じ 交 ke? 志田 三 区 の 還 要 思 己 8 お ko 
63%0468 腰 宝 ゴ 6 宙 感 SG10 10 作 My 守 移 応 宮 ぐ 型 避 ” 守 々 ぐ 下 党 
ぷー へ の 人 SG Sh の 38 近 し 84Ske6 25 MS 代 人 抽選 表記 直人 わ 
箇 菩 明 Y9 る 拉 さ や 赴 閑 (KN ユー へ) 電 加 召 抽 家 ぐ お 提 基 り 
My 悪 吾 会 悪 潜 ぐ 提 人 据 2600 り S 刻 言 の k07 の 選任 羽 送 編 東 狗 々 丸 
2 ぐし SC ソ ^ 刻 補 的 物 落 ko の SS 濾 し お 

25J6 で KK ヘー へ SG 虹 谷 Q 丸 観 束 ぐ か マレ リロ 0 ろり 〈( 遇 
党 ぐ 旧 究 ) 齋 間 拶 生 h@ の うお ^ 細 識 人 半 し SQTT My 守 攻 棚 べ で 局 避 
の 誠 早 wone? っ ) お る 07 記 唐 ・ 毅 物 ・ 和 まで 人 KK・ 鐵 ぐ 表 名人 0・ 人 へ 天 月 公 
ふ 牙 避 所 守 丸 健 感 ぐ ぐし の RNN ^ 々 し 福富 と 知る 

2 の お 下 S ぐ 会 (人 わり) 窟 会 選 党 突 り 誠人 の 丸 提 大 の つじ 給 密 し %0 
Ne の G 革 宮 会)7 ひつ お 虹 下 G 怠 せ 福田 三 区 ぐ 心 所 ぐ 
風 尉 悪 敬 史 帳 豆 。 毅 型 と 撃 層 窒 つる 諾 虹 し S 束 包 光る 中 培 
し ne7 MM 宗 全 完 づ つ の 生 Q 記 鍵 7( 民 肖 ぐ 普 の 共 ) 会 症 掲 人 0 応 半 ンス)s の 7 


NR 叶 民 栄 窒 人 生 EE る ^en6? 

民 G 本 時 信田 三 紅 8^ 冠 宗 NN 
| 察 」 己 代 Eh9^ 醒 紀 (6 お 叶 健 細 問 加 ) の) 惑 写 思 ぐ 因 了 つ し 窒 名 
慰 編 否 *e。 客 田 三 引 鶴 OS や 時 還 一 | 人 K 胡 ]?「 


性 し 馬 計 囲 毅 党 ぐ 亜 玉 的 「 怪 宮 豆 王 ] の) 全 | 怪 細 定 ] の) 空 細 つ お ?」 [上 
性 ぐ 地 現し 避 禄 問 表 職人 代り SG 振 " 惑 属 悪 公 者 己 代 0 
半 和 RG 吐 土 G 和 中 の ざ つ し 泡 民 宮 胃 あ や 記 レ る k0 りお 7 
怪 編 吉 更 全 避 攻 て で S 加 2 史 う つや 普 苗 約 選 宮 会 人 G 賠 定 避 掲揚 mk6 弄 虹 
間 人 放つ し る sG? 

り 宗 己 6 宗 先 / 王 履 編 守 所 細 視 ぐ 呈 性 規 採 据 天 妥 和 前 苦 は 60 し 店 

失 天 補 会 璧 ^ 悪 上 ぐ 型 師 0 会 @ 氏 x9 失 束 し せ S る 2 (DKQ ペ 7 疎 必 
注 8 党 人 ら レ つが 0 尺 艇 突 罰 暫時 占 和 mk9 寄 案 つつ レ G 貢 下 議 2 の 2 0)? y 
ぐ SnaJ 記 史 6^ 怪 編 会 悪 可 ぐ 刷 師 0 全 ぐ 6 観 品 約 償 て 9 ぐ 公 る 


心 倒 選 泡 で She 

財田 三 攻 /「『 上 性 | 暖 ] mn0)” 吾 据 十 写 G 叶 会 擬 括 @ 志 穫 ^ 
時 社 ぐ 財 民 "中 束 ぐ 陸 じ め 半 望 全 赴 や さじ ろ お SO | の 移 々 (人 ⑤ 
| 国 薩 - り 選 6 悪 理 全 で 人 v 味 宗 @ 選 表 ふ ー へ 中 り 還 穴 り 客 期 
つづ お めぐ 会 信心 会 計 明 名 筆 細 唐 N 惑 悦 編 る 心 暑 明 会 心 誠人 
や nk@G 侯 GS 記 移 合せ パン 会 計る 

や シュ Jo の 「 拓 家 ぐ 悪 吾 せ 状 彰 選 う の 宙 下 芝 思 ぐ 喜 組 況 外 忠 親 忠 り 7 
押下 環 全 の お Q0 宗 お ph9 映 窟 選 ^ 捉 R 貴 編 せ 括り る 光る ? 守田 
三 也 mm 款 | 国人 KO 時 せ 装 選 和 副 倒 冠 次 史 は 「 制 帳 訪 ] ぬ 投 いや 

ろ 心 所 率 刻 つ し hG 【(@ 則 や 友 ]) 聡 @ 悪 理 め 聡 所 会 敵 由理 拉 給 
ぶし 入 く 7 「 突 更 刻 】 お 訪 か " 地 田 三 由 せ 「『 避 一 刻 』 ぐ 親 鈴 中 
本 BDP 
め 選 G 会 。 表 蛇 会 慌 y% 尺 じ る hkG や も お 8 る ? 

時 2 
うり つり る 2 ょ neG も お 8 る 7 訪 旬 /「 括 括 玉 ]「 革 扇 | 
る うり) 抽 KG と 本 時 和 作 つつ 加 倒 避 引 わる) 
%OS る くるっ) へ GSkeP wS 給 常 し ^ 半日 BIOG 

^nS 渦 藤 8 聞 個人 SG 【S 四 一 国友? 


ポ 各 幸 GS る 妥 尽 心 ふ 。 詞 境 倒 毅 四 中 宮中 県 口 る 閉 壁 0 ソレ 
2n” 北 疑 扇 9 敵 由恵 宜 更 還 @ 惹 属 定 移 選 絡 mkG)^ 施工 ポロ" 
必 や ” 応寺 半 26 足 豚 会 0 8 て ン 愉 会 愉 ぐ も 愛 栄 洗 守 洋 据 ) 
SS 本 穫 ぐる 会)6 罰 謀 選 細 視 り 人 SN の 座 じ ペ 遇 寺 k 
6 る" 


JJ 公介 回 G 編 稚 し お ^「 | 察 ] ぐ 吐 宗 湯 党 ぐ 回 の 折 京 蛋 の 茎 燃 
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書 交 | 国 赴 京 姓 つね 愉 R「 占 虹 く 己 組 豆 倒 装 IR 宮 選 栄 称 掘 掌 二 
X9 JJ ポン 会 0 つり 和音 論 つね 」 の 或 四 か ye@ ぐ 愉し (1 コー く ^111 
屯 ]】- K ふ ホール AG 肝 隔 8 東 人 半 る ? 


⑳ | 因 同 O 叶 どく 究 和仁 ・ 富 記 放 性 mRNA の 「 ペ 吾 」 況 英理 会 


S 号 燃 党 議 】 111R 堂 コ 下 御 局 ぐ 演 補 


*6 向 必 下 三 区 の 衣 6 紀 表 壮 S 看 晃 競 生 也 委 和 下 和 お 5 な 7 窒 盤 
斗 瑞 紳 義 ぐ 忌 環 硝 称 季 前 虹 民 独 涼 Ste 
弟 尺 芝 ( 寺 季 牧 ) し "時 拉 RR 二 (| 国 軸 還 ) や 臣 ] 同上 (知人 ) 


ら 環 賞 起り に 宗田 @ 世 5 応 工 0 応じ 2n6 


環 塞 堂 、 宮 北上 蝶 示 骨 悪 下 」 所 昭 」( 貴 雲 」 還 舞 玉 守 」" 球 , 抵 党 器 」 
喜 裳 舞 」 貴 党 」 居 朱 睦 二村 記 。 能 折 に 、 詳 」」 案 明 」。 問 れ テ 弧 足 翌 
忌 く ^ 責 足 大 」^ 熊 揚 党 :、 当 式 必 。 吉 箱 宮守 に 、 払 ^ 硫 剖 」」 衣 思 」7 
誤 」 夫 財 」" 11 王 、 還 居 尿 ^11 く 王 、 還 恒 回? 和 | 
居 共 に 、 惑 、 加 " 抱 」」 計 ・ 忠 明 」? 居 画 べ 率 詳 ,」 門 惑 」^ 馬 古 災 率 王 」^ 
思 、 各 号 、 押 ” 類 所 較 」( 属 陵 」^ 基 、 琵 」」 起 型 無 恐 」“ 


KK 掘 人 00G48S? 突 藻 窟 財 ぐ 貴 圭 会 渦 占 環 己 興 況 芋 ぐ 舞 器 訴因 了 
つや ? 肖 宮 人 | 雛 呈 貴 宮 押 づつ 能 当時 の 会? 
移り リン 「 人 の 6 寒 会 必 る 心 人 R 全 し 能 握 つじ りり 己 栄 お 6 会 の 半 画 
つゆ り 束 会 技 移 下 先 人 めじ 福江 の 担 < 人 逢 NN 
線 慰 つ ^ 11 ズ 令 情 つつ 11 ズ 会 剖 球 つね 7? y り も ^ 計 無 ぐ 電 
刀 0 の 。 館 め ン ペ 加 ・ RE 前 し 忘 胃 つ 
二 己 弄 尺 / 整 交 自 2 し 鬼 く 豆 会 0 忍 倒 。 丸 8 凡 8 届 眉 会 菜 


て 
船 


(⑤) 
祥 丸 人 S 型 2 で 銘じ 振 柚 生 h@ りう 8 園 滅 し S9 尺 " 


辻田 三宮 せ ^ 範 守 公 窒 直 @ 貴 守り 汽 守 つね ペ 理 的 ^ 敵 測 鶴 愉 会 忘 葛 つ 
理 り 態 和 ye で 乱 公 /yG 忠 軍 せ RG 到底 補 据 有 り さも 甚 公記 お 
S る 2? 宮 む し ペペ に S11OS「 吾 | 到 杏 称 億 7 羽生 る 宮 

折り RAR ぐ 丸 半 本 し 人 Sne| うろ 人 所 編 り の 20 レ ろう ン ぐ も 
n9 〔 ほ 同一 団 区 〕? 

( 1) RG 埋 究 刀 刺 械 和 穏 編 yQ 完全 や" マ 束 因 加 " 寝 千 で 工 Mm ( 田 
細 総 箇 m) 志 癌 せ 「 環 べ す 議 時 めき レ 立 つ 還 導 選 人 / 志 や 抵 G 雪 
で 角 の 龍 つ ^ y 記 己 田 玉 「 押 べく 呈 可 明 に や ye の 8 回 似 選 S 
紅 ぐ さら 栓 和 < 柱 麗 世 生玉 " 率 ら 記 赤 つ つ 」 ざ 拍 わ 則 ([ 和 層 抄 語 」 
太 財 束 近 来 避 )? 

(11) 居 響 1] 交 時 (1 国 還 や ) II 世 " 宮 藻 @ 臣 肖 田 斑 下 @ 羊 畠 総 契 せ 虹 

じ お 的 で 如 全 も 7 才 NE em 

聞 屋 路 聞 時 巡 棚 症 や "当選 編 ^ 悪 層 求人 下 NE で YOn0 ロ 人 t 了 \o の で 
人 ES" 繝 つ 当 S 器 主 所 (KK 境 2o 忌 持つ) G 類 きく 」 や) 移 て ね ([ 計 
悪 』 了 須 1 | 人 K 軸 IN 評 ※)" 
(]]) 下 団 周 束 ^ 密 直 ぐ 昧 落 営 ・ 志 鞭 営 お ^ 密 く 弟 he 握 略 贅 守 妃 湯 二 
neD 邊 称 写 千 :G 8 公 し | 加 明 ぐー 結 硝 の 軍 画 つ ^ 密 幅 諸 称 條 つの 
玉吉 前 計 当選 中 団 の 培 軸 パ 部 中 に 写 G 選 の 乱 々 や (「 寂 
飼 慶 層 』1 1 時 軒下 了 中 避 )? 

つ 全 つり 記 ぐ G 取 府 避 人 Q SSKe 「 ペ 加 ] 公 部 型 呑 の 概 更 つ 必 ne 夏 
尋 3^ 咽 容 6 問 理世 肖 時 だ の 6 癌 写 史 県 癒 計 - のり 避 の 東 准 や 
る? 守り AO 会 | 国 由 由 叶 ぐ 和 家 也 茶 王 型 さ り の 多門 0 し se? 
か SS 人 SA 「 ペ 昌 ] し 宗 問 つり % 丸 舞 守 唱和 家 つ レ ^ 密 牌 ぐ 違 宗 「 ペ 及 ・ 
嘱 」 し 区 呪 つ し る x@" り G り 選民 慈 財 公 呈 つろ お 「 宝 」 公 下 回 
鶴 G 選 己 喧 鷺 し S ぐし 豆 型 し お S る りう お ^ 寺田 三 切 論 人 SKG りり 選 
も Sn JASK0 っ )^ 1S 詞 喚 己 押 ke110S「 ペ 思 ] 和 的 7 突 藻 細 公 
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凡 倒 の 0 し 2 宗 笛 悪 理 補 うつ ) る 候 粧 隊 
閉 で し 取 諾 叉 問 6 代 錯視 田 三 編 8 競 翌 如 る 
ぐっ の 0 ペ 到 8 部 吾 し Shke| の 2 心 坦 是 せ / 選 会 編 刻 か % 悪 染 し 0 し" 
恥 系 中 主 衛 喝 kooo ぐ も 8S る ? 
の 0Q お りく 避 堀 注記 ぐつ 公 よさ し 6 
⑤ 更 し 。 契 時 間 換 記 加 四 会 招 癌 つ 丸 季 艇 せ Q0 ぐ 性 負 
し レ ろ 2 (⑤S く O 友 ]? 


裁 才 十 軒 (| 国 由 還 ) や 臣 の る 心 表明 し ^ 王 固 宏 倒 吾 つじ 


2 お 8 「 ペ 最 」 会 比 改 色 物 ペ 可 姓 りお 軍人 し さる ぐも お SS る 名 
詞 契 ロ せ ^ 加 刀 会 選 肖 つ レ 28 28 和 G 密 鼻 要 の 「 ペ 天下 北 」 
も 失 守 つ お っ J4SK@5 KG) 下 福 咽 己 玲 Ke 「 層 因 の お ^ 下 画 ぐ 民 
凡 媒 如 刀 運 補 で ぐ お ぐし お 8 る 公 ? 


111 還 了 ]? 記 G 玩 守り 選 Q 間 弓 %00 全 11OO の OK 時 GS 染 季 ③ し っ ゎ 
りり 守 や 王 ぐ 担 紅 2 の 8 人 0 応じ 2 う で ぐ 選 東 ビ ^ 箇 会 史 お の ぐも SO (@ 
1 くく 1 犬 ]] 11 の 吐き 二宮 皇 計 証 IRIS 時 

8 地 田 三 区 会 逢 企 DQB80 し 避 G 豆 避難 品 称 党 0 し 区 


レル ) 
娠 定 早 衣 %% 尺 te で SO 必 会 " 


っ 「 究 千 円 審 元 誠人 SQS 宗 i6 「 加 ( 及 )」 「 給 引 」 「 世 突 」 


想 駒 6 居る 悪 陣 し 問 信 る ロペ 吾 ( 昌 ) 人 8 る 路 烈 窟 陣 公隆 
引田 窒 元 懸 】 ぐ 電 四 写 雇 和 り の) 避 足 回 丘 陣 か 会 称 。 路 較 賠 選 虫 蘭 内 中 く K 
ぐ 払 ー ふ ダーK く の 9 避 悩 旧作 つね 5 「 相 惑 』 し お" 人 8 如 の 凸 避 咲 じ て 
庫 BOS 記 呈 公定 代 記 拠 倒 頸 三 束 基地 坦 本 KG (人 トー ホー 人 KK り 宗 
電 | ロ 遇 四 記 契 」 所 還 ) 会 MyG 洗 糧 詞 相 王 親 引 田 倒 球 皮 皇 陣 


飲 | 罰 | っ | っ | っ | っ | っ | っ | っ | っ | っ | っ | っ | っ | っ | っ | き lo| 中 
可 |Q の 
) 下 mm | コー|S| ぐ 
臣 ES 
二天 | っ | っ | っ lalolalelol っ | っ lo っ llk| So | oc |1 コ |o| 翌 
G | ざ | ら 6|| 記 
寺 区 
串 
且 | 引 | っ | っ | っ |=|olslolslsl コ ll っ Il マ | elslk| 員 
!lp E | マ 守 |Q| 補 1 rm に 2) | の | らら | ポ 
期 | 注 | 55| 
貴 了 
知生 la | つの | に | マ | 豆 
土 ェ ー 【oN | で の 1 〇 の ES |Q 弄 | 加 
PP4 5 1 で | 
礼 | づ 舞 
ココ o 
回 | は (salelsla に | に | sa ーー | に | ェ | や 
| 因 ェ ーー rー 守 m | の ご | 4 
5 夫 "| 問 
NG ー 
む | ら 5 
レー ーー っ | っ |l マ mo lo コーIclo っ lo| っ | っ | っ | っ 
宙 | 豆 ご | c m ② 人 | く 1 選 | 
1J マシ co | 
g 上 
路 |。 8 
学 |&l に lllSRlSlwelo| | 史 |ISRlgl コ |S 由 
6 = し | を 
送 っ | | 要 |W| 舞 
拘 ll 時 | 時 | や | | 呈 。 
トー EE SESESESES に 
交 R ご | 密 レ 
※ 


ne 悪 Goo^ 有り 忌 誠 の 林 代 レ る xs 

地 ロ tt5/「 底 逗 ( 虹 )」 る 角 遂 惑 鶴 色 机 Sn0) 明 で ke 「 守 
汽 | せ ^ 突 藻 窒 四 宮 ペ 栄 | 軒 つ じ 晶 堅め 史 お リン | 回 光吉 態 了 想 し 夫 hKG の 
うつ 余 尺 会 KG” 定 己 直人 銘 お やゆ へ 居 京 拉 踊 門人 S K 田 し 突 溝 還 往 陵 " の 2 心 


剖 選 所 掌 定 頃 の りつ” 爺 門 ぐ 爺 ゼ 案 範 和 を K 選 0 を 演 寄 " 突 窯 票 公 胃 公 


手 会 "6 尺 用 尿 会 悪 尿 全角 表し 60 し SO 89 の 選 己 家 つ レ 「 悪 
志 ] お 由 過 引 避 @ 立 所 際 つ し 頭 字 る 緊 製 9 民生 お ぐつ る 態 職 
し ^ 補 旦 宮 基 了 か: りう)8。 六田 三世 訴 多 て 多 組 | 准 KG つり 選 約 
No 

| 四 つ じ 忌 ぐ 骨 常 愛人 じ % お 回 ( 明 ) 令 ^ 字 田 三 編 局 6 記 87 
| 国 軸 O 還 3 お で し 部 庶 悪 理 玩 所 党 me パ 必 旧 で お お 0 うろ 人心) 


8/ 


国立 歴史 民俗 博物 館 研究 報告 
第 201 集 2016 年 3 月 


り ぐ 療 寂 "| 下層 避 時 公 べ 下層 十 時 定 せ 会 じ 燃 缶 49 


SO 宗 藻 田 究 り 宗 線 氷 理 ・ 悪 羽 ・ 回 ・ 失 加 の 
0 りり 史 且 つつ? | (民政 ] つつ し レ ^ 司る 條 JrK の 7 つ 会 つ ^ 蜜 
短 田 容 ぐ 握 装 長 ぐ 財 志 宮 鶴 つつ し 皇 共 つつ 丸 守 路 鞭 ぬ 。 坦 表 謀 ぐ 箇 鞭 
人 や 図 守 和 ke 組 陣 会 半 所 時 人 交 2 守 鶴 半生 肌 人 短 揚 ぐ 陣 し か 
Ke うる の 宮下 喘 倒 乏 mk SO 人心 会 * 

選 G「 完 ( 更 )」 玉 論 緊 角 和 る つ ン 忠 守 moJ” 所 濁 宮 己 | 時 
更 凡 人 11・ 国 1 回 軍人 生 0 お の ぐ 衝 / 民 洲 一 拉 ヨ 肥 究 し |・] 皿 回 ら 幼 
や つ ^ 層 密 避 | ・ 人 や 回 性 評 連 豆 り 絡 の ^ 忠 総 ぐ 11 コ マー 中 呈 由 
回 る 人心 福 る 此 坦 品 装 か he GS 野 国人 | 還 〇 OR 時 油 営 引 ぐ 欧 避 
「 玉 せ 敵 ・ 牙 べ 長 ぐ *0x@ 拘 ” 撤 己 答 衣 ぐ @ 貴 如 選 」 J ぐ KG (人 ([ 皇 人 示 品 
還 時 還 県 部 町 上 ) パ ぐ ロ ^ 蛋 捉 多 半 砥 己 家 か k9 由 品 悪 補 @ 如 補 で お 
守 ぬ 愉 網 鶴 人 くべ 中 か ke ろう 心 可 松 り S0 "MG 叶 ろ 千 守 つつ いし ^ 
下 時 己 無 時 0 味 丸 甘 索 会 「 究 汽 ・d4 蝶 大 包 喝 尿 邊 手 己 赴 仁 つじ 路 つ 記 」 
うり 明 公 Sko | 守 編 層 る 員 ] ぬ 導 べ し ろう ねり 会 用 生 人 ぐ SSKG ( 寂 切 雷 
)" つゆ 本 時 ぐ ] 困 由 同時 ぐ 民 用 り 8 蛋 交 崇 ぐ 避 可 か yo ペ 天 し 
窪 薄 補 周 恨 悪 息 ぐ 皇 お 尽 可 ツ つじ 環 骸 刀 契 直ぐ お ぐも し Sr? 
着付 密 革 営 征 せ 加 会 悪 億 で 中 避 般 ぐ 介 ろう の 條 0460463S 貼 半 じ 和 
共 刀 ? | 国 由 | 時 り お / 窒 居 し 頑 べ り 表 か ke 「 下 経 得 根 ・ ペ 理 民 皿 甘 


編 
盛 弓 ( 陵 記 )」 父 郊 紋 % 選 人 8 選 ( 写 人 KK 時 や 下 昌 用 肖 )^ 還 1 時 は 87 
結べ 倒 虹 要り ら 00 し |「 及 的 玩 閲 ] 人 りつ し < っ の 7 | 丹 英 窓 租 ぐ 畠 
す 6 


党 べ や つ し 各 著 の つめ 々 名和 負 。 表 申 5 ら 惨 四 G 記 ^ 把 つ 缶 育 
38^ 喜 忌 窟 租 ぐ 破 の 美 め 7 軍 太 0xQ 単 会 届く で 人 る 人 心 組 東 会 
ご 嘆 人 0 守 じ 介 選 (赴く 時 11 束 品 )” 周 還 時 8 投 汽 本 穴 懇 余 


「 粧 入選 四 電 計 慌 尼 Oke387 宏 球 党 べ 選 皿 RKOKG 当 | の 箇 つ 
し る 4s9 ( 古 R 時 国選 了 区 極 明 )? 


行 


計 


写 時 や mm 坦 響 交 ぐ 穏 編 :o4@ 8 りら 注記 ロ 痕 moooS や NOnN 閲 
田 「 当 S 環 スー で 妥 暴 中 め 井口 攻 て 災 到 つじ 庄 ら 客 由 や 千 ^ 守 
朱 G 下 窓 欄 0 りり 当選 きら 押 更 08 狼 つ 」 つり 交 つ ( 写 叶 や 中 社 人 
%)^ 由 表 肖 恨 ロ 「 落 層 S 班 起 @ 呈 手引 採 htO 和 移 御 枯 選 吾 本 7 
引 共 6 墨 OO 融 Q ン 笠 る 基 案 ら 門 要 ( 還 過 ) 翌 王 %0Q 選 | 
ふ 狂 て (直下 振 再 交 )” 過 田 三 基 公 (※ 時 = 療 王 ) で 謀 陸 の he (1) 
ー (il) ぐ 下 守ら | 央 国 還 時 ぐ 「 抽 つ 問 く " 邊 べり 哲 列 つ 握 編 R 
息 つ し ^ 翌 ン 抵 S 旬 ぬ 玉 め 先 / 喜 堆 性 展 料 葉 生 の る 改編 (「 臣 
層 寺 中 」 硬直 時 | | 下請 束 ) 区 振 ” 臣 を 用 紹 G 団 必殺 本 本 つじ く や 
ペ 足 ぐ 元 避 ん 記 定 会 ^ 細 拉 褒 RG 中 選 坦 SSKeO の 9 嘆 豆 レビ S 細 し 交 hG? 
寺田 三 出せ 到 製 容 ぐ 夷 地 Xe※ 早 ( 更 ) 療 理 2J 居 ye さも 宰 沸 
中 回 惑 つ ね Sp 天野 商 製 鹿 全 @ 串 放 て NAO Se 思 前 直り 3 
りり 唱 85O 【 信 還 臣 ]” 上 ロ 符 @ 由 く 9 会 の つ 足 等 る 器 昧 色 補 
ぐ 得 窒 ONeKG の 8 環 惑 か 9 時 色 軍 往き 屋 蘭 営 定 全 つじ 悪 捉 玲 
G 串 pt9 青 貴 時 中 つ し 6 局 塞 待 9 邊 叶 か ko 共 民 旬 科 生 NG 
畠中 時 着 判 曜 2 の 「 六 加 ( 更 )」 中 理 お X9 人 領 悪 S8 レ つる 
SSQ 心 倒 ? 

HG 豆 熊 避 60 レ 赤 生 会 0 レ 「『 隊 号 」 ペ に 6 宮 短 了 芝 人 …… 
品 杜 く ぐ 宜 時 思 表 避 型 O 弄 生 の つ し お 舞 詞 S 表 欄 己 人 例 る] 
均 (@11 や ロー や く 孤 ) 有り め 委 相田 三 G 区 編 必 の 会 会 で 中 


( ら ) 
皿 吉 器 % 宮 誠 りり 束 ? 


⑯ |「 守 守 光 慌 委 」 移 給 葬 有り 6 


S 亜 党 着 | 腔 過 寺 詞 


回 ぐ 編 的 も 作田 三 芝 ^ ぐね りり 「 蛋 網 会 部 表 的 避 要 避 志 償 し る 


88 


"村井 章介 


[鉄砲 伝来 と 優 窓 勢力 ] … 


*e 示 恨 天 況 弄 要 」 穴 の つ し ^ 蜜 若 @ ポ 直 失 で 忌 畔 ( 圭 肛 閉 総 ) @ 絡 
牧 『 季 加 届 詞 】 交 1 SG OS 雇 究 移 凌 所 る n9 (や 販 ]" 


引 べ ′ 号 に 、 硝 、 補 環 、 感 NN 環 」/ 革 季 宰 占 」 代 肖 " 時 力 選 時 
糧 人 選べ 」) 缶 器 四 」 範 直 」 引 記 吉 雲 蛋 杖 7 押 式 区 静 人 5 所 、 当 瑞 
ズ N 尿 " 癌 感 選 」 且 議 計 還 思 縛 彰 宇 和 S 計 信 隊 押 同情 大 男 
蛋 人 や ^ 揺 表 単 、 机 揚 板 較 " 環 古志 示 時 選 1 虹 m 限 重く 
宮 量 長 古 堅 菊 吐 和 」/ 守 」」 細 状 」 旦 、 時 窒 租 節 無 ^ 窒 ,」 量 下 」 
選民 時 担 倍 提 」 電 " 幸 上 畔 、 国 因 圭 由 囲 」 軍 / 判 層 "上 時 NN 写 
抱 培 虐 弄 - 司 訟 朗 に 」 各 征 、N 期生 ー 肘 氏神 十 N 祝 剖 ( 宮 京 
還 還 末 屋 本 本 球 加計 球 和 呈 下 」 志 容 雪 回 懇 肛 志 / R 
還 起 湯 愉 パス ^ 競 直 」 凸 葵 悪 取 感 中 図 了 時 評 天主 朋 狂 
) 和 款 II 雷 尾 llIlIAG" 還 選 品 必 北 暫 」 窒 橋 |” 藤 忠 事 ズ 四宮 で 
旗 斑 思 」 図式 宗 、W 到 N 球 、 軸 舞 , 康 邊 上 宮 吉 選べ 思 式 」 下 
呈 N 層 」 撤 宮 朱 弥 下 Rh」 窒 当 」 窟 


守 補 つづ 字 田 三世 民 G 層 羽 し 8 六 ン 。 戻 細 親 け tx 給 共 に つ 羽 各 沙 
中 0 つ し 3 選 ^ 回 雪 ロ つ 丸 年 秘 環 諸氏 公選 会 庄 守 し や る 選 0 ろう も xr? 
My 完全 司る 戻 出 地 田 三 区 GS@ 編 拉 称 京 民 つじ 区 地 喜 思 
8 る 2 作 | 握 回 を 「 桁 窒 元 喉 』 ) 区 拉 』 ぐ | 国 由 や 時 @ 明 は 2 必 
最 ] 8 を 8 選 還 幸 娠 中 志 慰 競 生 民 会 醒 箱 @G つ か ロー ポン つ 避 人 凍 
otQ Sh の 5 4SK@ 28 [ 識 下 つる 0 し る 26 の 9 の 物 層 Ke 6 で る) 球 
民 ぐ ペ 著 し 4 ぐ 0 丸 会 やつ 忌 宮 2?) 翌 寂 称 長 し る お (②③ 回 一 国 国 現 ]? 
2 の 3J6 忌 戻 守 の 議 全 衝 ン 8S し WS 誠心 先 季 8 る 会 ^ 福田 三 思 
11 同時 や 所 史記 丸 地 窒 更 宣 ロ yG 技 6 で て 季 和 。 條 回 慌 難 絡 
福 ぐ 避 交 算 式 つ お 全 し 人 k の 7 

引け ^ ES 到 斉 GS 起 葉 じい る し 7 福田 三 還 戻 G 落 旨 る WO 


々 も re? 十 選 8 各 中 散 め 「 王 震 朱 時] @⑤ り の の 嘩 か hG 会 季 凌 人 の 応 妹 
鑑 躍 称 代 て 谷 じ 期 肩 か KG 「 呈 雪 避 軒 」 己 守 若 ぐ 舞 全球 固 尺 胃 臣 つ 
じ 徳 り 景 つじ 悪 ぐ 表 里 求 各 剖 選 だ SG 「 抄 時 本 ] ロ 邊 ン 6 角 度 史 
郊 公 細 ぐ 遂 巡 し 股 虹 %% 応 「 抵 近 ] 聴 べ 倒 王 男 じ 有 暑 的 所 0 丸 選 台 
前 ・ 客 選べ 色 呈 手 も 器 所 過 0 ぐ お 選 の る 必 家 記 B% 選 SsG 「 和 を] 
叶 0 し" 建 繋 錠 ぐ 心中 祐 会 和 填 の お 7 の る 候 納 倒 衣 座 の SeP 「 旦 
履 抄 年 ] 全 ぐ 「 人 Tj とり < 要 箱 G 身 潜 公 器 型 つ し る no の 近 守 人 で 味 
Ge 

My ぶ し お 時 6 写 是 の 会 ン ^ 村 足 紅 守 ( 還 表 べ 令 副 握 避 部 王 
8) の る 人 心 角 光 @ 補 人 必 会 6 弄 難 G 牌 パ 「 窒 直 由 窟 辻 占 
由 取 瑞 需 革 弓 革 完 ぐ 82 「 詞 時] G 朋 攻 る うじ 2k@ り の し 4 ぐ Ss 
倒 ^ 如 緊 嘩 G 拉 常 四半 「 ペ 昌 ] G 幅 末 る お (1 ) 一 (11) を 「 失 加 」 
S 態 久 革 る 丸 振 応 1 国 財 国 計 ぐ 超 室 ^ 宗 天 作 Ko2S し 6827 2 乱 
SG 恥 委 の 7" 悪 罰 し せ ン ” 王 固 製 据 ぐ 選 揚 守 ペ 理 会 剖 接 維 R ぐ 中 せく 
ne 9 衝 窟 か KO 加 王 全 箇 会 民 レ 2x@S も Ss? 


っ 埋 肌 用 「 喘 東 計 吾 肖 ] 


「 表 提 避 借 委 」 の 赴 忌 応 豆 し せる 計る 和 / 人 ほ 編 状 し 人 SG お ら 隊 攻 区 
丸 弄 突 守 ぐ 坦 還 導 肛 陣 (| 国 記 ペー 還 や 11) S「 畠 到 叶 時 
肖 』 次 区 ・ 宜 科 り 詳 SQ ポ 「 に 江 陳 で 向 四球 Ma 括 ] へ る … 羽 失 公 4Sro? 


田 補 端 ” 守 味 」」 手 蝶 世 瞬 填 了 逢 ( 半 換 ) 」^ 豆 、 還 「 舞 べ 四 AR7 
層 古 下 店 舞 思 到 」7」 RK 負 7 [宮守 媒 生 」 程 。 範 べ 問 明 居間 」」 球 部 」 
概 麗 』」 1R? 選 加 革 羽 菊 ^ 控 古 糧 革 密 を 時 ( 村 1 和 を) 」” 居 羽 品 (= 
環 べ ) 麹 菊 革 媒 " 朱 本 下 氷 李 更 」- 千家 桃 時 肛 所 掲 生 遇 骨 争 」? 
凡 革 個 祝 長 ( 吾 天 計 理 半球 黙 、 に 」( 辻 皿 」 聴 生 直志 玄 画 」 下 較 
EE 
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的” 翌 、 押 妃 田 だ 疾 玩 揚 だ " 短 下 突 吐 」、 長 - 幸 時 間 代 古 早 


太 鬼 」^ 果 古 笛 周 査 翔 守 」 意 悪 ( 撤 村 ) 旦 古 究 形 基 明 副 閉 吉 (^ 髄 
洛中 胃 eS 咽 赤 古 箇 概 咽 れ 細 」^ 嘉 評 、 昌 」 守 所 和 的 瑞 12 …… 


時 SN 糧 ら 蝶 中 Q モ レ 

い 9 人 お も SG や コレ 「 下 製 宋 枯 ( 電 ” 和田 三 区 癌 の 葉 や ) 
御 手 IR レ 26 刻 他 電 人 補 約 ke つつ ゆり ^ 本 恥 失 ぐ 「 定 季 環 応 」 
し ら ぐ 維 め OS で ロ 記 つ し 4rk@【 半 大 ]? 


Wy 叶 …… 蜂 製 案 往 的 ら 切 つ し 壮 居 二宮 べ 294 是 


衛 ( 尽 居 捉 ・ 畑 ヨ 各 ・ 時 所 ) ぐ 蝶 世 蝶 半 ぐ MD 選 応 世 つ し 「 舞 べく 帳 
志 会 租 思 避 栄 中 つ ^ 盤 NS 直 べ 公 範 べり 愉 呈 つじ 寺 部 約 麗 束 つ レ しろ 
ne” 6G 疾 8 密 ぐ 押 称 思 つ し ヒ に 四 つ り し 応 押 G 守 避 表 直 つつ ^ 時 刻 ぐ 環 


協 ke 悪 世 ペ 加 称 癌 還 つ 半 る 泡 革 て 障 箇 お 密 闘 ぐ 叶 男 の 正 


けり 3J0 し 室 季 会 各 お 多 つ く 々 | の 多 と QMM も Sh? 


り ぐ 弁 医 会 幅 つろ の や hG)。 無 軸 倒 悪 理世 党 窒 球 の つつ し 誠 下 名 宗 
3) け は xen0 会 ぐ 。 福田 三 害 JJ0Q レポ 人 め け 「 補 掲 天 人 競 表記 JAQ…? 
避 守 選 避 門 琴 りく で し 避 刀 27 

6 知 ”「 舞 べ 目 棚 記 7 自 列 到 避 栄 中 や 」 の る 選民 畠 当 | 国 国 1 時 

提 配 款 中 つ ^ 


の どの る な 


昧 時 列 半 和 ke 詞 晶 く 四 人 AG 前 中 史 直 ぐし 拍 困 己 肖 だら” 層 る セ 
上 K 吉 四 ら " 簡 ろ 人 や 環 "押せ 惑 求 語ら し 四半 | の Sh 大 損 ([ 放 
肖 柳 只 』 ご 計 束 由 極 ) S 可 腔 し Ste" JG 己 箇 革 竹 慰 環 軍 で 到 茶 
つり 独 SE の G 窟 和 公 / 崇 %0 避 中 和 補 箇 特 企 丈 思 振 縮 G 坊 襲 部 りつ 
し mRed7 終 具 匠 明寺 略 箕 | 公 甘 めで レ る x 格 狂 提 


ぐ 「 1 無職 


障 ] 人 「 岬 租 


蝶 ( 営 還 嘉 )| G 詳 己 し 交 ke 会 人 突 


壮 ぐ 悪 べ 下 距 書 [1 手 ] 8 

ぐり ^ [ 畠 殖 求 幅 画 前 』 ロ 人 S る し ^ 1 揚 蝶 折 蝶 ぐ 悪 狗 及 [| 」 し 下 0 
| 会 刻 SG ま も ^G 玖 肛 園 ロ dho 民 で 以 PSY9 つね 篤 ソン 得 
ズ 篤 屋 G 田 し She 理 細 巡 下さ レヒ 農 つ ^ 応 悦 S 憶 下 糧 つ レ ^ 家 咽 和 
SS る 蓋 租 束 @ つ ^ 応 押 避 悪玉 更 S6 岐 超 革 租 入庫 皿 つ お | 豆 


^ 簿 軸 利 提 ie りう の 守 し % 選 紅 2” 岬 骨 " 作手 申 也 明 @S110 人 SG 下 衝 


し 3^ 公 牌 べつ 組 思 9 だ SO 8S ぐ 8^ 各 革 直志 つづ 丸 宗 ぐ 況 会 
SO? 

SQ 竹 思 し 「 塞 羽 ペ 吾 」 庄 由 会 完全 お 選 層 誠人 S ke? し お 移 
S「 塞 羽 加 | 8 豆 理 公 GS 和 AO 必 会 5 地 田 三 過 全 人 加悦 つ 如 会 9 丸 0 


せ 補 ン 興 振 己 記 や % 軸 光 障 笑 つや 撤 各 も 7「 索 震 ぐ 思 ( 
結党 -) * 款 悦 概 時 つじ ^ 計 介 N2IB5IS 和 下 密 
り 胡 0 しめ ぐ 必 | SG 令 加 浴 ぐ ※ つ し で お? 細く 会 式 舞 | 占 要 理 」 
郭 pk@ り 87 SQ る 固守 倒 宮 世 ・ 容 男 つ し 2hk@ ダ 競 財 骨 棋 租 計 
CSKJAaCNS マ だ まく 

の 〇 8^ 字 田 三世 所 祭 倒 " 密 藻 会 箇 べ 会 璧 「 悪 握 握 ] 称 御 息 生 祝 
%G | 超 本 つじ 7 1 回 同友 時 己 竹 至 下 由 握 つ お 抑 べ 会 「 問 ポ 天 」 
補選 息 つ る の の 旨 狗 生じ る 丸 【@11 ー11R 落 大 ” 吉 補 お 『 守 肖 部 悪 」 
選 還 還 束 中 町] ) ぐ 「 宮 天 土 」 の) 衝 肛 約 ぐ @ 2 心 上 羽 理 」 の) 倒 下 
舞 騒 G 福 暑 し 人 SM@ り の (OSJ っ の 悪 理 し お 計る りう 性) 明 本 G 
愉 下 6 人 ShkG る? 


⑤ ト 光 ト くく 庄 理 窟 一 「 世 美 ] S 錠 訟 


S 論理 め い 約 


ペ ゴ 6 編 掲 会 必 Ci 悪 型 世 ぐり (4 1 回 還 〇 ー 因 〇 中) ぐ 窒 
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"村井 章介 


[鉄砲 伝来 と 優 窓 勢力 ] … 


結 ・ 臣 恥 案 性 思 <ex6 「 加 ( 最 )] ぐ 能 8 正 製 疹 会 忠 征 つ レタ 
つり し っ の ^ 悪 因り 筐 本 ke りう お も WS る る 会 密 ぐ 全 唱 0 85 つ 信 づつ 党 
8 MS のり 選 G 感 測 鶴 会 悪 吐 避 捉 つ し る 況 会 で お 人 し 0 愉 二 
し る? 叶 る 組 - | 国 由 11 団 ^ 田 四 G 過 唱 和 さ ミーS さ 会 束 加 介 の で 
し レ 単 ゃ し 2 お りう 8 交接 維 己 悪 理 和 くく 中 mk6 胃 K 会 おり の 補 束 
態 kG? 

つり | 国 由 べく 叶 ^ 挑 居 明 結 迷 選 会 副 毛 ぐ 慰 骨 科 細 現 ( 率 ヨ 肖 再 半 胃 
理 上 交 で) 旨 路 引 つ 7 「 晶 牌 | 僚 選 球 吾 倒 貿 黙 の 宗 玉 の 計 せ で 
ろ し 翌 周 穫 抑 款 抽 各 せ "| 困 半 1 直ぐ 老人 2 の 0 呈 尾 諾 款 箇 『 苑 旭 図 虫 】 
SS 人 挟 と ちり 心 狗 レッ 3xQ ( 交 十 1 避 宮 人 )? 


的 男 失 正六 補 所 ( 還 箕 」 揚 古く 王 較 」^ 朱 肖 麹 人 衣 夫 剖 羽 飛 
ュ 必 凡例 軍 用 11 十 時” 綴 量 球 迷 尺 ” 遇 」 経 問 蝶 愛 舞 謀 」^ 営 」 
民 時 下 仁 湖 」^ 悪 」」 晶 男 抑 社 息 " 奄 」 半 士 明 骨 」 豆 中 7 1 
国 叶 , 凡 民 」 居 更 症 "所 剛昌 」 枯 可 」 棚 1R7 


織 拉 箱 り 4 科 | 装 判 時 会 名 の 会 冬 ら 式 福居 遷 革 「 還 昌 」 人 
で 革 園 据 くつ ^ 守 占 の 譲 N60 レ る や 余人 ぐ eS る 皇 近 し 8 競 会 で ? 
| 国 国 時 ら 詳 豆 し 揚物 ご か NO「 塊 困 」 和 無 <QAdQS。 表 本 時 六 
注 NW 客 要ら 計 徐 人 了 欄 め 衛 祥 "の 里 攻 「 還 秀生 ④SpG ロ ロン 
〆 知 で ぐる) 相 潜 人 うろ 

BB に の PP J」 
恋 つ し ^「 回 晶 」 艇 さき 人 さき ズ t9 和 り 豆 せ 「 結 表 誠 作 」 の 人 
8 の も 碗 る 王 皿 公 架 0 お の る 中 接 肖 も SQ つね 篤 の レ ン 擬 人 
さ ズ G 王 還 次 むら 式 炉 ら 回 裳 全 Q 号 板 G 民 失 案 2 の お や OS り 8 ら 0 
り 民 当家 つじ 悪 製 公 性 悪 つ お 崇 節 G 下 思 筐 衝 い 9 公 超 回 全会 で 


Je くい NO 


6 慰 | 困 国 天 赴 ^ 朱 正 繋 耶 窒 飛 内 会 滞 居 祥 敵 堤 玖 計 べ 所 し 加油 ぐ 還 禄 
吉 称 明 つ お 7 宣 設 践 制球 革 援 男 持田 起 べ 称 無 楓 つね お" り ぐ で ロ 

ろ 2"^ 亜 加 坦 ぐ 『 電 江 中 霊 凍 ] 了 押 人 1 十 還 生 く 下 明 8 「 範 玩 ,( 下 所 ( 
和正 所 mm, 患 世 」 震 "| の 民 容 つ レ る k@5 6 社 国光 守 国 綱 の セ y6 弄 
筆 の =^ 提 括 人 Ske る 叶 表 衣 ぐ べつ る ? 層 夏 忠 弓 ぐ く 計 所 選 S お he 
娘 パ "1G「『 難 媒 図 虫 】 つ ) 個 SSx 天 会 款 ン 嘩 下 倒 人 SkeG 公 や つ 


)G 語 1 
。 
吉 吉 康 % し 悪 量 め 上 如 つき 会 0 玉 窟 引 り 惑 健 下 | 半 吾 時 
りお 悪 還 め く 幅 つ ^。 宗 親 る め 提 中 つ し 2 お 7 栄 潜 ぐ 交 の 英 視 路 記 己 

つる 堂 回 沢 (] 国 1 ーー タ 「 持 eS 褒 到 つぐ や く 

せ ン 臣民 舞 攻 簡 ン 重夫 中 表 S 民 釣り 可 型 」 Av 
S 窒 選 得 つ 256 ([ 業 引 元 団 】 問 旦 絶 国生 忠 葉 )? 内 押 1 や 軒 
( | 国 還 く ) ロ お 8 下 ぐ 疎 定 下 し | 選 軸 の S 憶 前 志 所 覇 0 おう る 必 (『 球 守 
夫 惑 」 更 四 忌 十 議 四 ) "つる つ 佳 千 Q MG 剖 正 要 6 も で る 
守 財 倒 下 思 的 汰 ン 球 部 つや 堂 午 お 公 2? MS 民 王 称 各 Aero 由 会 会 司 倒 記 
同型 茶 『 惨 宙 落 交 ] ぐ 怒 倒 避 区 hk* 

忠 県 ^ 畠 低 六部 恥 箕 暗 基 族 『 正 注 図 交 ] の ^ 王 団 岡 祭 毎 尉 引 諸 握 
0 半 響 王 "「 言 暫時 「 避 要 対 得 1 
時 」 ぐ 羽入 SSkG の の) 公 吉 誰 %% 選 7 け マ で 節 1 田 困 や ー ー ご 員 XQG 疹 害 
胡 下 製 畑 る お 年 貴 ShY@ 当時 堅 つ お 9 提 肖 全 Q 表 無人 篤 90 4 愉 ら 7 
[ 吉 抽 図 列 ] し 3 紅 綱 ぐる りら 人 喜 理 和 瑞 次 じ る ne? 

居 名 交 編 全 や 介 申 抽 G つ 0 福 叶 田宮 謀 ら 下 求 ・ 尺 宮 も 呈 悦 会 
SQ? 周 尿 毅 Q 臣 財 の 居 @ 香 寒 補色 交 S 当 瑞 倒 陸 制 つ レ ス 
nG” り G 舞 園 会 や 押 守 中 抽 ぐ JQ^ 下 缶 人 RS 代 合 間 せ 柱 


坦 つ 丸 色 ^ 羅 舞 路 王 ぐ 選 個 せ 況 愉し そ 選 会 0 おり) 全長 で SSKO7 る 
82^ 墨 胃 品 如 定 下 革 の 交 更 つ レ ロス 完全 で 丸和 KO ぐ YY 要 切 "正光 宛 RS ぐ 
つい 宮 理 お 牙 を 宮 若 の 0 ぐ し 時 9 装 紀 況 財 箇 宮 寄 福 の 8 丹 の ぐ で ビレ 
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る 8 会 で 7 の 向 4QSkG? 


っ 性 憎 結 震 喜 ぐ ペ 因り 選 突 


コロ 太 生 会 競 倒 届 ペ 吾 ( 選 )」 ぐ 了 会 剖 吾 史 問 
と 


祭 
ン ュ ) っ の 此 理 拘 ン 6) で つる 足守 弥 / 更 る 穫 稚 りり 生 \ 


(| ) 悪 祝 @ 暑 | 国選 時 回 下 避 届 更 豆 お 押 組 四 胃 換 下り 「 棄 中 衣 
お 並 ※ 思 り 赴 っ 位置 G 昧 く 后 曇 や 細 懇 や 3 選 当 往 "で 宮 つ 
ン ( 黄 展 ) 組 区 路 川 路 稚 る 宮下 箇 ( 長 容 ) ぐ 振 性 癒 幼 つ し 軌 ペ や ン 
加 電 福 堂 hteG 泌 。 直志 醤 羽 G 塞 史 還 て つ 」 USG (「 畑 詠 中 
目 [ す mi さく うす 

(11) 臣 時 K 下 S 由 節 居 党 良 東 宋 季 ら 「 宜 SW 表 革 民 交 思 ら 揚 ら 
選 路 ぐ 削 咽 の 考 時 ら 坦 ら 倍 団 で 司 6 折 の 抱 当 坦 "で 細 つ て 年 
避 ・ 舞 堪 ・ 弄 症 ・4 蝶 下 G 環 衣 レ "EQG 符 4 ( 押 業 球 ) 問 ち 
ン ミ 徐 将 畑 "1 還 / ズ ロ 状 吾 め 癌 7 | 科 回 て レ 十 交 癌 て" 圭史 回 て レ 
加 穀 く / 還 更 近く レ 叶 羽 釣 組 く く " 選 @ 長 ご や 午 喜 部 時 め 皇 科 つ し 
箱 つ し 吉 由 の 臣 ぐ で | っ J4SKG ( 下 時 K 世 出 下 迷 )? 

AG 閣 守 し ロ 導 舞 G 臣 る 必 六 回 詞 G 居 「 穀 G 遇 環 問 守 破 注 
ロ 埋 ふ ^ 忌 急 ン て WS 時 涯 全 ① さ 他 」 JSKG ( 臣 里 是 | | 中 中 寺 表 ) 
ぐる ) 表 所 か 記 先 - 悪 理 的 相 べ つつ レタ る る る 夜 で 記 K95 届 氏 づつ (11 
し 臣 財 @ 窒 Sp お 六 理 ら 4S い 0 ざり 短 (|) し 臣 財 G 避 肢 如 名 で 層 各 
ぐ 弄 状 を 昧 思 拉 赴 赴 先 や 0 ひ の つ SSA92 の の 旧 (1 1) も 肥 短 時 シ 
ぐ 科 悪 堺 の 加 人 惣 辻 や 毅 村 つ レ る rO の 会 Q ま し 「 加 ( 更 )」S 態 
せ 臣 岬 @ 忌 本 hopS 柚 つ 知り 凸 手 選 G 問 時 粗 堂 色 根 障 0 応 
お で むし も お る 7 の っ) っ 63) 「 門 避 直久 丸 史 へ 束 勿 了 旨 SS K 田 も 泌 5 
舞 四 」 の る 心 天 間 叶 用 者 の 0 「 加 (時 )」 ロー の SS 和 加 拍 


財 G 豆 吾 め くし 拉 際 つ ね ら 約 計 る ? 
つ 公 づつ” 呈 要 財 8 個 福 門 的 つ レ 「 反 ぐ 慰 民 8 軸 個 " 監守 せ 務 急 者 特 
せ 敵 訟 っ 補色 四 苔 具 WS 球 めき し N 多 花 ン せ / 骸 堂 G 括 や 喝 め ロ 
隊 499 の りり 還 ン に 反 問 で 野江 つ 」 べつ 人 応 ( 眉 是 KiRtHth) 要 
創 財 本 P4SO お" eS ら 舞 因 つ お 07 「 六 加 ( 玩 ) 」S 骨 も せ 且 りら 
で シン 補 で お 5 My 放 琴 暗 条 層 つね 条 。 臣 じ 玉 ビ る 必 「 下 枯 
上 し So ( 剛 人 本)" 

厩 午 民 窟 99 選 編 S 尽 下層 連 吉 千 弁 身 旦 堂 舞 ぐ 艇 「 背 
避 感 」 末 1 StoO OS 大 弥 も Se ([『 加 選 央 回 示 隊 』1111 時 や 丈 区 直 
党 り の 守 移 快 誠 つ 丸 弓 衝 会 仙 k@)? 


交 究 磐 坦 恨 器 」( 避 、 各 軍装 田 (時 窒 前 )) 」 長 宜 羽 折 ・ 
必 管 伴 編 1 」 現 」」 二 ・ 密 逐 」^ 算 茹 起 窒 環 」 郊 個 四 」? 表 極 (| 国選 O) 
ll 親 中 ( 凌 軒 時 」 臣 内 恋 稼 罰 手 il 1 中 起 較正 突 ・ 無 ・ 違 球 」“ 
電 涯 」( 選 直交 性 豆 堪 下 」 に (中 守 窟 周 路 了 7 培 園 和 捉 ( 副 突 所 所" 


や つう りつ 


坂 明 理 刊 人 拍 是 | 国 く 時 内 折 ぐも 密 燥 毅 揚 つ ^ 暑 時 昭 四 妃 
揺 尽 地 ・ 層 編 1 ぐ 称 圭 選 し 躍 賠 つね 5 のり 6 の W 紀 足 封 和 を 無 ・ 選 の 
つの り 下 握 提 林 罰 田 選手 の ^ 田 球 拘 遇 聴 了 ロ に つじ し 忠 聞 め 科 丸 5 突 
公理 志 和 2 0 お 6 お 8 り 守 会 神 で も SMe…… ツ 7 り 宗 移 生 況 人 8 訪 名 和 5 


| 因 く R 生 神宮 短 恥 課 選 玖 ぐ She ペ 加 ( 昌 )・ 突 門 豆 お 上 型 も 


(1 や や 了 】) ずり 会 地 田 三 民 0 上 欧 編 生 hG (⑤ 国 了 ]" 


(電電 ぐ ) 王 寂 KG の)” 窒 協 窒 し お せ 手 6 甘 表 の ツ 守 知 問 豆 


つぶ 宮 美 職 ぐ 如 明和 的 吾 握 の 密 誠 和 や *eo SS" 旦 依 表 時 会 堅 人 十 
吐 ( 香 " 悪 吾 民 肖 全 人 | 国 困 国 時 字 し ) ぐ 也 突 選 お 斑 @ 甘 骨 3 せ 
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"村井 章介 


[鉄砲 伝来 と 優 窓 勢力 ] … 


東 る ね や る ぐし She の 5 つ 尺 生じ 定 共 由 会 「 只 避 懸 】 己 冬 G@ 悪 
詞 ぐ 眉 態 め 思 "国士 時 や 事 ぐ めじ 札場 の 放 洋 つり し ろ る る 会 ペ 玩 
8 桁 り 選 所 つや 問 現 し お 紅 る の 完 定 か KG お ^ 皿 細 8 っ ox 7 
並 定 霊 全う で ぐ しめ 人 に 玩 尽 し 区 he 


収 押 会 坦 変 し 宜 党 会 ロン 2 ぐ 窟 会 「 惑 考 ] ぐ 態 会 問 豆 や he し 
ぐ 還 ^ 国 〇 叶 陣 ^ 宮 勤 せ 悪 接 共 公 忠 十 か Ke 悪 型 め 「 ペ 加 」 で 了 朋 し 突 比 
つじ し じ ろ ぐり MS 「 赤 ] ぬ 壮 理 し せ 競 EMISN に の 
9 る で 8 の 選 全 づつ 会 つ ^ 氏 守 会 上 征 つ し うろ パ や [ 憶 客 | S 組 < 
共 や *@ ペ 捉 ぐ 「 ペ 吾 」 ぐ 骨 和 部 天職 か *@ の 所 療 会 [に 給 訪 」 
も SS レー の 6 筐 突 和 選 押 つ 8 か 宗 多 次 震 家 放 し 「 束 詞 | ぐ 忠 宇 
東 ぐ 応 競 る ろり の 避 ぐ に 綴る 代 ンー 「 正 態 2 の OXQ < で ^ 牌 衣 雷 会 必 


P レ っ 2| か で 選 給 会 xe? 


例 な 
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ゴ コリ 50 し 害 田 三 ⑤ 纏 役 S 8 め 競 編 明り 提 0K@ の 会 し 8) 
愉 ? 志田 三 思 倒 局 ぐ 出 窒 球 補 の つじ 細 國 つ お 人 琴 ぐ STQ0 ぐ く 38 召 豆 暖 由 
選 J ぐ 人 S 32 代 し 条 編 ShKG 公 折 書 し 人 S 選 ぐ ⑯ 守 圭二 し 8 況 て 備 枯 し 
SO つり 2) っ 697 届 SIR 有 民 押 窒 のり 民 要 衛 唱 人 8 人 競 の 羽 豆 拘 6 る 
丸 六 編 し 給 0 お "りり 表 つ し の 8 | ペ 吉 ( 罰 )」 2 人 必 綴 ぐ 七 誠 移 代 
ン し 視 三 窒 ぬ 6 で ぐり 心 会 人 G 物 要 つ ね めぐ し 交 0 忍 会 の 沈 の し 逢 0 
つき 米 戻 仔 ・ 抱 記 回 ・ 補 相思 ぐ ロ 00 レポ 組 革 作付 = 
公太 Q お ね ぐ 38^ りり 6 態 会 寂 藻 弄 茶 ぐ 如 会 ] 還 拓 団 所 上 赴 喧 末 る や 
ぶり 態 肖 し 給 k@ コン くも S で 5 

MV) 人 回 必 。 | K 拓 曜 豆 全角 式 器 下 測 区 会 只 十 つ レ や 壮 理 7 


由 正 井 赴 8 うし 上 ロ 導 財 会 記 下 つ お 問 斑 ( 究 坦 ) つぐ 外 克 交 2 ぐ パ 性 


補 eQno 会 ロ 0 ろ ソ 。 NNSS 代 詞 史 無 褒 お " 軸 入 人 王 囲 包 刻 昌 束 会 
S 如 ぐし 範 宮 の ぐも つ 公 完 る 公 ぐり WS 東 咽 つめ 物 各 0 お 


Pi 抽 究 民 低 呈 mk 理 的 9 介 選 下 全 写し る 


正 綴 ② 計 6 宮 会 お 7 宮 各 会 糧 可 つ レ 
ろ 28S38^ 廿 団 恵 ぐ 妨 栄 刑 ペ 里 し 人 So 理 倒 。 固 係 GO 世 捉 史 堂 で 
レ 炊 製 敬 を 上 竹 < 更 定 つ 全 避 宮 る 楽 思 も 人 S で ? 

つ 全 つぐ 定 ^ 蟹 団 窓 宮 人 め 競 会 ぐ 呈 衝 宗 再 唱 選 栄 つ お 振 味 鞭 球 理 全 7 
時 王 年 つや お 思 4S 如 会 り ^ 直 営 琶 画 全人代 お 時 器 き 
公職 4S 朱 を 倒し | 表 拓 思 飛 ぐ 押 に 公 ト 時 四 禄 班 代 る 
斗 選 ぐし 還 xe ン 聞 凡 雷 操 部 鶴 療 で 尺 ? 守 園 当 豆 理 玖 「 下 思 」 る) 和 
^ 六 映 つ お 下 編 を を 召 上 つ お 上 要 中 全 ぐ 悪 理 め 乙 須 づつ お 財 細 曽 称 古 
で 人 る り 感 塵 つ も 必 の つつ 2 悪 加 の 心 つり 近 ト 人 に 族 乱 民 本 政 


中 揚 生 旨 の Mo 司 窒 46 Q 5 


び に MM 


(一 ) せ 田 三 区 8 『 凹 桁 | 謀 】S「 貴 妃 」 刻 血 7 局 会 上 帝 ぐ 掴 塞 ぐ ヨ 4 ぐ 補 朝 
選 う つや 」 会 (つき 還 屋 ] 人 [ 還 一 ロ 人 所 皿 全 ぐ 個 壮 民 突 の 邊 話 」 つや の 会 【 つ 
] 虹 阪 〕 人 な? 記 ぐ 羽 各 ぐ 9 必 福 多 氏 く 宮 定 要 会 狼 会 SS:OG 会 癌 
必 尾 く お ? 

(Q) WS ぐ 空 所 余 | 国 還 1 0 旨 0NRTTN 邊 田 三 りく 北神 お 宮 全 司る 
ぐも ^ 衝 漂 し せ 46 民 作る 7 8 ベビ ヒレ 3 お 記 窟 起 し 六 條 理 く ぐ 守 理 民 肖 時 
51029pG6K99E 税 NE 提 個 6 人 回 
甘 半 pke 鶴 澤 し 3 る ぐり ^「 ] 国 財 11 叶 吉丸 香 ] 国 還 岬 告 」 の 門 座 郊 代 レ る 


SCSCOESIG 
(…) 字 皿 三 思 吉 科 丈 記 世 か KG 交 お 0 レー「[K ペ ユーリ SS] (screening) 対 1 1 
明 り Q で レ 「K ペ ーー へ | (schooling?) の 惑 斉 つ レ 2x@ [1 1 1 敢 ? 


選 宝 倒 円 選民 葉 選 レ 2s6 会 る 0 倒 人 に 否 り *ne5 
( ゞ ) 辻田 三 区 『 悪 理 斉 ] HO 介 和 mh で お し お 8 ンー 「 定 欄 会 G 豆 理 めく 中 つ ^ 
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(@) 


(②) 
(に ) 


(の ) 


四 析 ぐ 職 天 45 十 つ ^ 競 介 会 O 環 震 S 製 中 下 癌 鶴 会 剖 選 的 委 了 つね の る 人 必 鑑 届 」 
5^ 中 加 理 似 ぐ 並 准 ( 帯 状 陣 くべ ぐ 継 選 ) 約 じ 押 低 局 「 亜 応 押 胡 ^ 皇 絡 べ 個 を :」 室 
民 」^ 製 四 避 圭 上 」 選 騒 」 慌 理 " 庫 ( 量 攻 」^ 鉛 償 ( 因 誠 凌 野 ) 墨 定 箇 長 、 選 部 」 
4SN@ の )4 人 つじ 7 織 信 じ の ろり 狗 5 人 ([ 禄 2 和 的 所 R 丸 選 趣 一 明寺 野 ) 
悪 昌 溢 定 中 鶴 」 走 羽 征 各 時 「 凸 福 G 普 定 也 避 蟹 画 憧 堂 岡 個 」 字 三 京 羽 自 ^ 
11OO1l 旦 111 周一 1111 国 大 )? 選 め 記 眉 親 『 問 民 思 』 り 表 つじ 更 更 共 甘 ぐ 球 
谷 じ 背 ぐ し 4? 慎 各 ぐ G 准 る 8 束 時 補 提 吾 召 宮 時 会 移 の AO 心 会 

り ぐ 忠 窒 ぐ | 所 選 。 社 田 三 区 8 1 R く K 時 SG の も 「 放 丸富 妥 会 弄り 0 し 舞 
宗室 四 全 如 ン 0 ぐも 型 2 で 2 し 短 枝 ke の 倒 じ 各 補 の 刻 つ 【 く 暫 慌 ]" 
叫 ぐ 虫 箇 『 占 理恵 党 ぐ 呈 要 也 】【 抽 三 褒 六 六 11OO や 叶 ^ 1 や 屋 ] 細 し 
つり 移 硬 章 つ 2:6 信 | 蔵 悪 細 型 需 聖 ] ぐ 「」 8 「 財 の 給 美 つね りう の 旧 
^6n6 惑 窟 り She My つ し < っ の 7 「 提 財 ぐ 宮 四 会 早 ン 0 お ぐも | の 2 心 ペ ー 
人 K 公 翌 G⑳ り 会 必 じ お 会 居り 8 会 @ る 7 8 人 還 基 詞 め Sn 
六 装 し お ^ 鐘 編 ぐ 問 授 じ ぐ x98 逢 ぐ 「 二 郊 に 定員 但 ペ 昌 ・ 忠 暖 ] 2 候 雛 届 倒 7 
8 多 会 年 会 民 レス xr 

世 四 三 せ 選 志 G | | 下 交 の 表 裳 旨 他 pkG 全 【 つ 還 ] 区 選 し Se? 

マ 葉 は SSse 品 忘 喜 箇 隔 も” 上 要 取 人 秘 し 8 掲 統 交 k9 邊 守 忌 論 『 圏 弄 季 』 己 宮 
和久 % 完 ? 

記 還 | 区 守 / | 国 国 皿 千 唱 也 才 時 べ 四 下 会 可 型 つね 「 雲 錯 要 S で の 庄 の 7 誠 忌 
けり Ar く nen@ の) 恵 会 届 御 / 羽 昌和 mk の の 映 G 逢 の る 余 [ 据 密 ] ([ 写 注 押 品 ] 
民団 111 末 中 居 ) を 時 時 到 衣 悪 べ 時 嘱 喜 人 章 移 つ 刀 「 較 で し 繋 区 責 
9 記 ぐ ペ 接 め 仙 里 記 半 の 2 必 性 握 ] ( 下 十 時 国選 里 板 ) 的 杏 選 ) 
司 つ 刀 〔@1111 還 一 1111 く 大 ]? 交 人 8 6 弁 世 呼 吐 ン ] RS | 時 SG 人 還 Kー 
川 還 塊 避 球 < 近 穫 ぐ 戻 軍記 で く 血 元 記 [辻田 三 和 客家 6 編入 ロ 0 レ 
長 0 8」 の 殺 し る お 5 

り 6 窒 己 表 つり 信忠 三 区 の 忌 ぐ 8 | 球 剖 天 ぐ つか し ShG 全 /「 問 ぶ 和 悪 
球 如 し S9 し 論 党 を ペ 皿 弄 玲 弄 写 人 0 や 6 相 認 中 称 束 回 や k@ 凸 医 選 ) 
の し っ の BA る 」 の 握 he 【 き Kー や 暫 〕" り G 報 補 倍 御 補 の 量 必 休 
ね 叶 昌和 の 虹 そ 京 也 りつ し 温 福 舞い 環 軸 表記 の まい 0 弄 必 | 出社 狂 半 つ 
2」 の る 愉 の 人 ( 午 天 豆 革 ) 87「 澄 視 ] め 「 ペ 明 」 「 渦 中 貴 世 栄 場 ] め 「 豆 
思 」 避 軸 % 書 8 MG れれ 地 田 三 区 ぐ ペ 吾 ( 昌 ) = 壮 加 窒 玲 じ せ SMy 必 
し Sh 握 運 = 部 理夫 品 表 生 hG 会 ン の 響 守 加 伴 党 0 心 つ し 返 祭 ぐ 編 叶 較 
50 味 る ぐ も SQ 作 会 5 

SS 「 ペ 加 ( 時 )] の 「 窒 軍 ] ぐ 握 党 G 個 江 選 の 逢 江 9 必 周 二 本 く 会 7 
tt 冠 ぐ 共 国 し 交 ko 公 手相 し せり 違 交 守 逢 民 鑑 写 半 聡 弄 選 し る x9? 選 偽 一 暗 
回 究 選 「 六 害 」 緊 獄 会 惑 友 る ぐ お "所 濁 11 や 時 (| 思 国 国 ) 己 「 握 注 構 (6 


お 凡 ) | の る 必 綻 問 会 曜 祝 叶 お (所 偽 閉 足 】 下 叶 や 式 陽 地 肖 ) 所 ^「 輸 悪 貴 ] 
「 給 宣 財 ] ぐ 全 お し 所 陣 か hG 球 会 会 刷 し SG? 

(@) 辻田 三 式 8 記 ぐ り ぐ 層 租 称 「 突 条 」 の 家人 SG お ^ | 国 還 還 寺 ぐ 爆 客 ぐ 人 K 〇 富 突 
り 押 会 用 名 S 思 2 『 占 理 詞 ] 入 下 振 か y | 羽 し " 下 並 定 羽 斉 ぐ 「 喜 畑田 宏 部 避 】 
表 球 応 ) | 掴 mk 隙 理 全 信人 公介 る の 々 hG 【 同 葉 7 mn し っ の 8 る っ ) 
8 明 必 公選 『 占 記 の 『 趣 呈 』 ぐ 取 諾 愛 四 措 ぬ | 回 愛 選 浄 つ 丸 拓 或 7 
選 軍 称 諾 完全 0 ぐも 8 如 ン | 国 還 還 時 ぐ 埋 蟹 斉 契 東 <Q0@「 ペ 最悪 
尋 工 生 h@ の の 叙 詳 社会 ぐり 6 思 學 球 理 選 党 己 下 生 *9 也 案 ざ つじ 諸 心 カ 
3 し AO る うり 銘 々 ぐし Sho? 

( ヨ ) で 多 つづ ^ 有り 選 8 羽 課 ぐ 羽 泊 全 ぐせ 玉 必 綴 人 *9 の る 愉し 人 S0 レー の O 革 衝 
羽 課 G 詞 狗 唱 理 県 本 厨 全 玖 2” 吐 胃 滞 送 会 宮 短 信吉 べく 揚 つ や ね ぐ 3 お 8^ 蜜 藻 
吐 四 S 呈 洗 縮 GeS し せ ン 。 再 避 結べ 会 鶴 燈 し 息 寺 つ ね りう 避 s6k0 【③ 
1 R く 了 き に 7 8/ べ を 購 怪 べ 倒 畠 本 四 困 拓 ミー シロ 竹宮 和 時 多 登記 
お ^ ] 国 還 O 〇 叶 衛 壮 せ 箱 史 SS 0 る 2s の [| く O 載 ビ 1? 

( 己 ) ※ 直 「 畠 区 也 謀 曜 応 著 括 「 呈 性 下 叱 穴 苫 恥 昔 』」【〔『 折 的 画 諾 包 』 還 くべ 中 7 
] RS ご 時 ]? 

( 避 ) つ 丸 会 0 し | 室 好 理 刻 ] し 人 舞 蝶 世 蝶 ぐ 部 狗 の 字 曰 三 筐 札 叶 加 し 
St? 

( 如 ) 的 著 「 選 人 ト 代 ト S 濾 時 掛 を 一 年 半 判 昌 王 囲 衣 ぐ 上 手 6 半 時 [H 三 語 羽 引 ^ 
11O1O 是 ] 1 時 一 ] 国 阪 ?" 肛 守 必要 GS りり 斑 る 必 「 軸 虹 」 倒 染 一 守 全 
べべ 0 還っ 2 ぐも SO の の 8 ろ 必 も っ 268 る | の る 愉 議 押 (②③11 や 国民 ] や 部 
Q 225S 欠 公選 8 [る 2 必 必 っ 68 る | の る 日 人 の 押下 乱 の 8 表 人 SS 守る 5 
お つ ぬ ふさ ヘ ロー を 員 下 と 王 囲 ASO 童 (KK へ 密 S 晶 往 球 Rum 
理 党 ) 弓 【③11 く 1 区 さき ヒ に] ぬ 間 か の 区 和 mk 時 必 会 詳 団 会 喜 う の 隔 / 愉 7 

() 展 地 問 緒 由 正 握 一 区 料 の wS 暗 徳 (※ 慈 軍功 実 叫 1 民国 く 告 ] や ポー や ゴヤ 皿 7 

選 ) 畠 翼 表 季 弄 謀 曜 嘩 礼 躍 「 無 公 史 お 時 捉 一 「 避 沖 図 交 ] )「 王 了 藻 抱 ]] [4 三吉 

慌 直 - 11O1 買 告 ] や 1 1 一 や や 上 ? 

( 過 ) 田 皇 表 求 「 違 抽 一 避 ぐ 恥 】【( 冬 詳 忌 邊 吉 拉 押 ^ 11O の 11 時] 1 選 国 因 ” 厩 
仁 組 ( 白 ) 和男 1 や 大 人 Ske7 38 時 正 図 交 ] りお 密 財 ぐる 唱 線 お き 

党 貢 | 記 会 句 例 肛 レ Sn: ( 組 ( 過 ) 箇 ” 同 く ) 会 ^ 悪 思 ぐ 吾 お 交 る 5? 

( 巳 ) 紹 ( 加 ) 暫 ” 抑 編 盆 パ る 無口 名 ? 


(半幅 ポ 赴 慌 邊 縮 ) 
(1O 1 困 吐 周 尿 11N 加 間 室 11O | 困 填 忌 束 1 く 凸 血 畑 償 じ ) 
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The Introduction of Musket to Japan and the Influence of 此 g4 の -Pirates : 
A Debate with Dr. Udagawa Takehisa 


MURAI Shosuke 


The purpose of my present article is to reply to the article of Udagawa Takehisa that appeared 
in issue 190 of this journal with the title “Another Study of the Introduction of Guns to Japan: As 
a Counter-argument to the Criticism of Dr. Shosuke Murai". In my article I examined Udagawa's 
theory that says, “wg の 6-pirates introduced and gradually distributed muskets to several places in 
Western Japan". During my examination of his arguments based on the historical sources I came to 
the following three conclusionSs. 

First, the often repeated statement of the author that says, “Murai states that the introduction of 
muskets was a direct encounter with the European world", is a misunderstanding of that what 1 stated 
in fact in my article. Second, I agree with the author that it is not necessary to think about the year 
1542 (or 1543) and the island Tanegashima as the only possible time and place for the introduction 
of muskets, and that it is possible that zz の -pirates also played a part in the introduction of muskets 
in other different ways. Stll, the problem is that the author does not provide concrete examples or 
evidences for possible alternatives based on the historical sources that would support this argument. 
Third, the author's theory, according to which he is interpreting 7zopzo/ 太 pgpo 火砲 ( 糧 ) (cannon) ” 
-a word that can be seen in the Chinese and Korean sources in the 1540-50s - as “muskef", is a 
mistake. Therefore, it is not possible to discuss the introduction of musket based on this theory. 

Based on these conclusions, 1 examined the following question: What was the relationship between 
those muskets possessed by zo-pirates after the middle of the 16th century and the muskets used 
by the Japanese army during the war in the East Asian world at the end of the 16th century (the so 
called Imjin war)? 

It is possible that Koreans saw the muskets of wz の -pirates before the Imjin war, but these 
muskets had probably no impact on them, and the Koreans did not feel yet the threat of muskets at 
that time. Therefore they did not create a special word for musket. Rather, Koreans felt apprehension 
that 7zopzo/ 太 pg の の (cannon)”, the conventional firearms of Chinese origin would flow out from 
Korea or China into the hand of gz の 2-pirates or Japanese. 

But during the following years, musket, the new weapon introduced to Japan in the midst of the 


disturbances of the Warring States period, underwent several technical improvements in the Japanese 
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society that was characterized by continuous wars. Further, with the tme Japanese soldiers became 
also perfectly trained in the use of musket in organized groups. Thus, musket soon became a fearful 
military menace to Ming China and Choson Korea during the Imjin war. Both countries called musket 
77goc7o7g/c7oc カ ozg 鳥 銃 (fowling piece)” and both of them eagerly tried to learn the military 


technique of muskets from captured Japanese soldiers and the confiscated “fowling pieces". 
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